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教職調整額支給細則

平成１６年 ４ 月 １ 日

細則第 ２３ 号

改正 平成１９年 ７ 月３０日細則第 ２２ 号

平成２１年 ３ 月２３日細則第 １１ 号

（趣旨）

第１条 国立大学法人鳴門教育大学職員給与規程（平成１６年規程第１４号。以下「給与

規程」という ）第２７条の規定による教職調整額の支給に関し必要な事項は，別に定。

める場合を除き，この細則の定めるところによる。

（教職調整額）

第２条 教職調整額は，附属学校に勤務する教諭等の勤務態様の特殊性を考慮して，所定

勤務時間の内外を問わず包括的に支給対象として評価する職務に対して支給することを

目的とするため，給与規程第１９条の規定による超過勤務手当及び第２０条の規定によ

る休日給の一部としての性質を有する。

（教職調整額を本給とみなして適用する法令）

第３条 給与規程第２７条第２項の教職調整額の支給を受ける者に係る次に掲げる法律の

規定及びこれらに基づく命令の規定の適用については，同項の教職調整額は，本給とみ

なし，算出の基礎とする。

(1) 国立大学法人鳴門教育大学職員給与規程（第１４条，第２９条，第３０条及び第３

１条の規定に限る ）。

(2) 国立大学法人鳴門教育大学職員退職手当規程

（本給月額の半額が減ぜられた場合の教職調整額の額）

第４条 給与規程第３５条の規定により本給月額の半額が減ぜられた場合における教職調

整額の額は，当該半減後の本給月額を基礎として算出した額とする。

（育児短時間勤務をする職員の教職調整額の額）

第５条 国立大学法人鳴門教育大学職員の育児休業等に関する規程（平成１６年規程第１

９号）第１６条による育児短時間勤務職員にあっては本給月額に国立大学法人鳴門教育

大学職員の勤務時間，休暇等に関する規程（平成１６年規程第１８号）第２７条の２に

より定められたその者の勤務時間を３８．７５時間で除して得た数を乗じて得た額を基

礎として算出した額とし，その額に１円未満の端数があるときは，その端数を切り捨て

た額とする。

（雑則）

第６条 この細則に定めるもののほか，教職調整額の支給に関し必要な事項は，学長が別

に定める。

附 則

この細則は，平成１６年４月１日から施行する。

附 則

この細則は，平成１９年８月１日から施行する。

附 則

この細則は，平成２１年４月１日から施行する。


